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IoPプロジェクト推進チームの活動状況
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農業振興部
農業イノベーション推進課

IoP推進室
（088-821-4570）

ＩｏＰで

IoP推進機構第８回理事会



　　　　　　　　         ＝　　　　　　　　 ×　　　　　　　 ×　　　　　ー　　　 反収 面積 単価

農地・担い手対策分科会 流通・販売対策分科会

農 業 政 策 課

農業担い手支援課

農 業 基 盤 課

農 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 課

環 境 農 業 推 進 課

農産物マーケティング戦略課
農業技術センター

研究ワーキンググループ普及ワーキンググループ

農業所得 経費

KPIを着実に達成していくためには、反収増の取組だけではなく、面積拡大や単価アップの取組も必要

農業振興部IoPプロジェクト推進チーム

安芸農業振興センター
中央東農業振興センター
中央西農業振興センター
須崎農業振興センター
幡多農業振興センター

　　　　１．各ワーキンググループ、分科会で目標達成に向けて本格稼働中　
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データ
駆動型の
普及指導
体制へ

（目標：90億円）

データ
駆動型の
研究
体制へ

（目標：90億円） 2

現状の市場流通を中
心としたプロダクト
アウト型販売

＋
新たな

マーケットイン型
販売

（目標：30億円）

地域地域に新たな
施設園芸団地

（新規就農者、
規模拡大志向農家
企業等がすぐに
活用できる）

３ｈａ×４カ所
（目標：10億円）
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野菜産出額に関すKPI　621億円(H29)→751億円(R9)：130億円増
※KPIの農業産出額については、農水省の
公表数字を元に単価を、5カ年平均で再試算
しているため値が異なっています。



四万十町次世代団地
トマト 3棟,4.3ha
販売目標　6.1億円 　雇用増　
90名大規模施設園芸団地

日高村トマトクラスター

  大規模次世代型ハウス

バイオマス発電併用

本山町 パプリカ

安芸市 ナス 1棟, 1ha        

  大規模次世代型ハウス

12.6ha

20.4ha

32.6ha
46ha

59.6ｈａ
65億円

12.4億円
20.4億円

30.6億円

45億円

58億円

66.9ha
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次世代型ハウスの普及面積
＜整備面積（累計）と販売見込額＞

　　　　　２．農地・担い手WG　新規就農者や規模拡大志向農家が活用できる園芸団地整備
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5ha

3.6ha

整備済み

四万十市

南国市

新たに整備
3ha×４カ所＋α

高知市 安芸市

香南市
１ha

本山町木能津
２ha

安芸市僧津地区　面積1ha×3カ所
新規就農・規模拡大

３ha
日高村本郷

四万十市　面積３ha
企業参入用園芸団地用地

高知市春野地区　面積1ha×3カ所
新規就農・規模拡大

南国国営
園芸団地用地
３.８ha（能間工区）

南国市植田中規模次世代型ハウス

南国市 パプリカ、シシトウ等
香南市父養寺地区面積4.5ha

企業・新規就農・規模拡大


